
3月卒業者アンケート結果
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　平成２７年３月に本学通信教育部を卒業された方を対象にアンケート調査を実
施しました。『With』１０８号に引き続き，アンケート結果をご紹介します。今
後の通信教育部での学習にご活用いただけたらと思います。

１．アンケートの概要
　アンケートの回収状況は，社会福祉学科が１１０名，福祉心理学科が３４名です

（卒業者２８３名中１４４名，回収率５０．９％）。本アンケートにご協力いただけた方の
入学月は，４月入学が１３７名，１０月入学が７名であり，入学コースは１年次編
入が２１名，２年次編入が６名，３年次編入が１１４名，無回答が３名でした。

２．入学動機
　本学への入学動機（複数回答）は図１のとおりです。

３．学びがどの程度役立っているか，および今後の資格等の活用について
　通信教育部での学びが職場や家庭などの日常生活でどの程度役立っているか
については，図２のとおりです。また，卒業後の進路については図３のとおり
です。
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生涯学習・再学習のため
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【図１】入学動機（N=３７３ 複数回答）

多いに役立っている，
64％

少し役立っている，
34％　

あまり役立っていない，
2％　

【図２】学びがどの程度役立っているか（N=１４４）
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　通信教育部で学んだことで役立てていること，今後どのように活かしたいか
について具体的なご意見は，下記のとおりです。
【役立てていること】
・１番役に立ったと思っているのは，人の支援をするにあたって自分がどうい

う傾向にあり，何が足りなかったかを自覚できたことです。知識はもちろん
ですが，「人」への理解不足，支援過程での配慮不足，１人で支援するので
はなく，周囲をいかに巻き込み，協力しあっていくか…。後輩を指導する際
のアプローチの仕方も教わったような気がします。

・公営住宅の管理に関わる仕事をしていますが，福祉的な課題が多く，実務に
学習が役立っています。

・心理学という身近な学問を学び，自分自身の助けとなっているように感じま
す。悩んでいたり，苦しんでいたりしたことに対し，学んだことを活かして
自分なりに解決方法を見つける手助けになっているように思います。

・受験生の母として自分自身のメンタルコントロールや子供たちへの教育分野
で心理学を活用することができたと思います。

・介護支援専門員として働いていますが，恥ずかしながら相談援助や面接の技
術について未熟でした。学習したことを念頭に置き，面接するように心がけ
ています。利用者との信頼関係の構築が，より一層深くなっているように感
じています。

・家庭においても，夫や子どもたちとの関係について考える機会が増えまし
た。家族とは何かを考えることで，現在の自分の小さな幸せを再確認してい
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行う予定
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【図３】在籍中・卒業後の進路（N=１７２ 複数回答）
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ます。
・現在，福祉や心理学の専門職ではないが，学んだことが人間を理解する（相

手を理解する）姿勢として役立っている。できれば転職し，専門職に就きた
い。

・生涯発達心理学や他の科目でライフサイクルについて学び，今まで歩んでき
たステージ，これからのステージについて考えを深め，様々な年代の方にお
会いする中で，更年期や老いも自然のことと受け止めたいと思えるように
なった。今後のことを推測しながら今どうありたいか考えるようになった。

・高齢者が抱えている問題，ニーズ，健康，関連疾患を学び深めることができ
ました。学びを踏まえ，健康寿命を延伸させるリハビリ医療に取り組んでい
く決意です。

・人の見方や視野が広がり，人権を尊重し，偏見を持たない努力を行なえるよ
うになった。

・福祉事業の人材育成と地域づくりコーディネーターをしています。今を支え
る知識，技術，モチベーションの源が東北福祉大学での学生生活だったと思
います。学びと実践の相互作用を楽しんだ４年間でした。

・精神障害を持つ当事者として，病気や病状の変化，寛解の状態など，自己理
解に多いに役立った。

・高齢者通所介護施設に転職したため，社会保障制度や医学一般など関連する
科目で学習した知識がとても役に立っています。まだまだ知らなければいけ
ないことが多いので，もう一度スクーリング資料やテキストを見直さなけれ
ばと思っているところです。

・社会福祉士の資格を取得したことで，就職の選択肢が増えました。社会福祉
協議会の事務職の求人でも，最近はほとんどが社会福祉士の資格を必須要件
としているので，そのような職業に就くことも視野に入れられるようになり
ました。

・介護施設の事務職ではありますが，現場を見てもっと仕事ができるようにな
りたい，勉強するからには１つの節目の目標として社会福祉士を目指そうと
思って入学しました。どの先生も現場の今を踏まえた内容でとてもわかりや
すく，国家試験の受験を意識した内容で，授業にでたことが最大の受験勉強
になったと思います。現場で，業務のあり方での話になったとき，社会福祉
や高齢者福祉の本質について自分なりに習ったことを話すことができるよう
になり，大いに役立っています。

【今後に活かしたいこと】
・とにかく，先生方の熱い想いが自分を刺激してくれました。自分も周りに影
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響を与えられる人間になりたいです。人材不足といわれる福祉の業界を盛り
上げていきたいです。

・現在の仕事の上で考え方等に役立てていきたいと思っています。多くのレ
ポートを作成してきましたので，仕事上書くことに慣れ，以前よりポスター
セッションの作成，論文がスムーズになり，書くことに抵抗がなくなりまし
た。

・この４年間で精神保健福祉士と認定心理士の資格を得た。目的は２人のひき
こもりの息子の自立のためだったが，この４年間で彼らも少しずつ変化し，
通院を経て，神経症や自閉症スペクトラムの診断がついた。これらの変化も
私が大学で学んだことが大きいと思う。これからも大学で学んだことをもと
に彼らにとって必要な支援を行っていきたいと思う。それと同時にひきこも
りに悩む他の家族の支援もしていきたいと思う。

・私は高校のときに病気になりました。病気を持っているということを知り，
制限がある中で生活してきましたので，自分のことを自分でできるというこ
とがとても幸せです。通学はできず，通信教育は２つ目です。大学で学んだ
ことは何よりも自分自身のため，今後の自分自身の健康のためになりまし
た。これからもそれは変わらないと思います。

・地域や職場（大学）での心理的な悩みを抱えた人たちの助けになれるよう努
力していきたいと考えています。

・今行っている幼児健診の仕事で，個々様々な対象の母子に人として心ある接
遇を忘れずに働いていきたい。

・介護支援専門員として，学んだ知識を役立てていきたいです。「幸せになる」
を目指して日々仕事をしています。黙って座っていては幸せにはなれないと
思います。何か方法を見つけ出していかなければいけません。その方法が形
としてあるのであればそれを使用する，ないのであれば作り出していくこと
も私たちの役割です。先生方の福祉に対する熱い思いを聞く度に，私の考
え，思い，行動は間違っていないと，力と勇気をもらいました。

・地域ケアシステムに活かしていきたいです。包括的に利用者や家庭を考えて
いかなくてはいけないことや，精神疾患，認知症，難病ターミナル，身体障
害者，発達障害等，総合的な関わりをもって対応が必要になってきていま
す。まだまだ勉強は足りませんが，方向性や視点，考え方を学ぶことができ
たと感じています。

・駆け足での２年間でしたので，国家試験の再受験に向けて，今一度大学で学
んだことを振り返り，理解を深め，広い視野を持つこと。現場を通じ，高齢
者にとっての住みやすい社会を改めて考えていきたいと思っています。

・成年後見に興味があります。もともと法学部出身で，社会保険労務士の資格
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を取得しているため，高齢者・障害者の権利擁護関係の仕事に就くことがで
きればと考えております。また，福祉は法律の上に構成されているにも関わ
らず，実務を行っている方はこれを意識して仕事を行っていないように感じ
られます。法律と福祉を学んだものとして，福祉の実務を行う方と法律の規
定を結ぶ架け橋的な役割を行うことができればとも思っています。

４．学習方法および学習頻度・時間
　学習に対していかに取り組んだかについて，図４のとおり「科目により使い
分けた」方が多くなっています。テキストをどのように活用したかについて
も，図５のとおり「レポート課題に関係があるところを中心に読んだ」と「全
般的に読んだ」を使い分けた方が多いようです。
　学習頻度は，図６のとおり「週末や休みの日にまとめて」行った方が多く
なっています。ただし，最短修業年限で卒業した方だけに限ると「ほぼ毎日」
学習した方の割合が増えています。また，図７のとおり，１週間あたり１０時間
前後の学習時間を設けた方が多いようです。なお，図７で「ほとんどしていな
い」という回答は「スクーリング後や科目修了試験前に集中してやっている」
方です。

【図４】学習にいかに取り組んだか（N=１４２ ※無回答２）

科目によって
右の2つを使い分けた

56％

その他
4％

学習を深めることよりも，
レポートを提出し単位を取
っていくことを優先し，最
低限課題に関係するところ
だけを学習した
24%
レポート課題に直接関係な
いことであっても，分から
ないことや興味のあること
があれば，納得いくまで調
べていくようにした
16%

【図５】テキストをいかに読んだか（N=１４４）

科目によって
右２つを使い分けた

44％

その他
4％

テキストは，レポート課題
に記載された課題に関係の
あるところを中心に読んだ
科目が6割以上であった
33％

テキストは，レポート課題
に関係のないところも含め
て全般的に読んだ科目が
6割以上であった
16％

テキストはほとんど用いず，
参考図書やインターネット，

スクーリング資料で　
学習した　

3％　
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５．具体的な学習状況
　学習していて辛かったことはあったかについては，図８のとおり「辛かった
ことは入学２年目以降もあった」が多く，多くの学生さんがそれぞれの辛さを
乗り越えられて卒業された様子が伺えます。

　①具体的な辛かったこと，②克服・対処した方法，③どうすれば対処・回避
できたと思うかについては以下のとおりです。
・①なかなかやる気がでなかった。②スクーリングの授業を受講するたびに
「あの授業までにはレポートを〇単位分提出する」と決めて取り組んだ。③
計画性をもって，早めに取り組む。

・①周囲の人に理解してもらえず批判されたこと。②著名人の言葉『コツコツ
やれば，必ず誰かが見ていてくれる』，『道は千も百も万もある』を励みにし
た。

【図６】学習頻度（N=１４４）

週3～4日
22％

ほぼ毎日（週5～7日）
15％

週末や休日にまとめて
53％

その他
10％

【図７】１週間あたりの学習時間（N=１４３ ※無回答１）

10時間以上20時間未満
33％

30時間以上
2％

1時間以上5時間未満
23％

ほとんどしていない
2％

20時間以上30時間未満
13％

1時間未満
3％

5時間以上10時間未満
24％

【図８】学習していて辛かったことはあったか（N=１４４）

辛かったことは
入学２年目以降
もあった
68％

辛かったことは
入学１年目のみで，
その後はなかった
6％

辛かったことは
特になかった

26％

With109-9部-責1c[97-114].indd   103 2015/07/24   19:02:46



104

・①なかなかやる気がでなかった,　レポートにどのようにまとめてよいかわ
からず，テキストの内容が理解できなかった。②時には気分転換をはかるこ
とをしたり，まず一歩でも前に進める。机に向かって少しでも進めば，先が
見えてくることにつながった。レポートの評価など帰ってくるときの達成感
が励みになった。③目標をもって頑張るしかない。レポートは思ったように
できあがらなくても，まずは先生に提出してみることが良いと思った。具体
的なアドバイスに助けられました。

・①仕事・家庭と学習との両立が難しかった。仕事中体調を崩し，学習がその
間滞り，その年度ぎりぎりでレポートを提出したこと。②家族や同僚・上司
の協力を得た。通信教育部へ相談し，学習の立て直しをした。③計画を立て
た頃はやる気だけで動いており，途中の息抜きの時期等を考慮していなかっ
たので，バランスを考えることが必要だったと思う。

・①仕事・家庭と学習との両立が難しかった。②未完のレポート名と単位数を
一覧表にしてケースに入れ，励みました。レポートの単位を修得できた科目
を一覧表でチェックするのが楽しみだった。③日々精一杯できるだけ学習す
る。図書館で熱中して学習する。

・①レポート課題に取り組むも，分からないことが出てくると中断してしま
い，そのままになってしまった。再度取り組むときにはまた最初からになっ
てしまった。②教科書以外の資料を利用し，わかりやすい表現で書いてある
文献を参考にした。

・①仕事・家庭と学習との両立が難しかった,　レポートが思うように書けな
くて行き詰ったこと。②古本屋やネット中古販売で文献を探したり，大学で
知り合った仲間からアドバイスをもらったりした。レポート作成時に学生の
頃聞いていた好きな音楽を聴くことで，勉強していた当時を思い出しやる気
につながった。

・①なかなかやる気がでなかった,　レポート再提出になった。自分に合う対
人援助職を見つけることができず悩みました。②課題に関連するオンデマン
ドのレポートアドバイスを何度も傾聴。実際に働く専門職の姿を見て，話を
聞いて，自己を振り返った。③積極的に自らの動き，触れ，考え，自分の中
に昇華させ具現化させること。

・①レポート課題の意図するところがつかめず苦労した。②友人と連絡し合
い，レポート課題で求められることを一緒に考えた。心理学概論の佐藤先生
の「再提出は恐れず，先生と文通していると思って書く！」という言葉に励
まされた。③スクーリング中に構想を練ってレポートに取り組めば良かっ
た。

・①国家試験対策。思ったように学習時間が取れず焦る一方だった。②毎朝出

昨年９月卒業者をはじめ，それ以前の卒業者からのアンケートは，通信教育
部ホームページ右下「卒業者アンケート」から閲覧できます。
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勤前に１時間，夜２~ ３時間の学習時間を確保。試験４か月前より残業をや
め，家事はさぼれるだけさぼった。③計画性をもって，早めに取り組む,　
夏前から国試対策をすればよかった

・①妊娠・出産が重なったため，実習を行うかどうか大変悩んだ。決断した後
も家事・育児との両立に悩んだ。②家族や保育園の助けを借り，乗り越える
ことができた。実習指導の時，田中治和先生から「お子さんも一生懸命学ん
でいるお母さんの姿を見ていますよ」と励ましていただき，不安はあるが，
頑張ろうと思えた。③先々を見越して前倒しで学習を進めておくこと。出産
前に次年度のレポートまである程度手を付けておけたので，産後でも乗り切
れた。レポート課題が昨年度のものでもOKだったのは助かった。別レポー
トも大いに助かった。

・①仕事・家庭と学習との両立が難しかった,　体調を崩してしまった。②と
にかく初心を忘れるべからず。入学した時の気持ちを支えに頑張った。③家
事面で夫がサポートしてくれた。家族の支えを得ることができることが重
要。

・①レポート課題が思うように進まず単位が取得できるか不安だった。②学習
計画を練り直すとともに，自らを鼓舞し，なんとかこなすことに集中した。
通信教育部事務の方からも「丁寧にやるのはいいが，要領のよさも求められ
る。とにかくレポートを書いて出してみては」とご指導いただきました。③
学習の手引きを熟読し早い段階で通信教育のシステムの理解を深めておく。
失敗を恐れず行動する。

　学習していて楽しかったことについては，図９のとおり「楽しかったことが
あった」が９割弱でした。

　具体的な内容としては，下記のとおりです。
・新しい知識が増え，視野が広がったこと,　ともに学ぶ仲間ができたこと,　

学んだことが仕事や家庭などに生かせたこと。
・テキスト中に自分で漠然と抱いていた考え方や想いについて明確に文章化さ

【図９】学習していて楽しかったことはあったか（N=１４０ ※無回答４）

あった，
89％

特になかった，
11％
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れていることがあり，とても嬉しかったり，これでいいんだとか励まされた
りした。

・人・学習内容共に心の琴線に触れるような出会いが多くあった。すべての科
目において新たな喜びと感動があった。

・やりたかったこと（心理学）がなにより楽しかったです。学生気分も新鮮で
よかったです。スクーリングも楽しかったです。

・図書館でレポート課題に合う文献を見つけられた時。文献で感動する内容を
読んだとき。

・レポート返却の際の，先生からのあたたかいコメントを読むことが楽しかっ
た。

・先生の実践に基づくおもしろい話をたくさん聞くことができた。グループ
ワーク，実習などは実践に近いのでどのように活かすか考えながら楽しく行
うことができた。

６．レポート学習について
　テキスト以外の参考文献の入手方法については図１０のとおりです。１単位分
のレポート作成に要した平均延べ時間については図１１のとおりです。入学後初
めてレポートを提出したのは「３か月以内」が多いようです（図１２）。

【図１０】参考文献入手方法（N=２７６ 複数回答）

0 20 40 60 80 100

その他

ほとんど利用なし

インターネット利用

書店で購入

図書館

12

4

95

70

95

【図１１】１単位分のレポート作成に要した平均延べ時間（N=１４２ ※無回答２）

20～30時間未満
25％

30時間以上
6％

5～10時間未満
30％

5時間未満
12％

10～20時間未満
27％
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　レポート学習についての在学生へのアドバイスは下記のとおりです。
・スクーリングでは教科書に書いていない先生の言葉を直接聞くことで学習内

容を理解できます。スクーリング前にレポート課題を読み，授業中ノートに
レポートに関わる言葉をピックアップすることで，より理解できました。

・レポートを１冊投函した後に休まないことでしょうか。やる気を再起動する
のは継続よりエネルギーが必要になると思います。

・取り組みやすいものから始める。できないと思ったら違うものに取り組む。
レポート課題集のアドバイスは何度も読んだ方がいい。教科書は必要な部分
以外にも参考になることが書いてあることが多いので，全体に一度目を通し
た方がよい。

・まず何を到達目標にしているのか，ポイントを絞りながら学習を進めると良
いと思います。ふと思いついた自分の考えや，自分の普段と違う視点から課
題が見えたときのインスピレーションを大切にするといいと思います。毎
回，エビデンスとともに自分の考えを先生にぶつけるつもりでレポートに取
り組みました。

・参考文献や教科書の要点まとめのレポートは自分の知識として定着しませ
ん。苦労しても自分の言葉でまとめられる学習をした方が糧になります。

・まず該当科目の教科書を読むこと。次に別の科目の教科書の使える部分がな
いか探す。更に自分で選んだ参考書を読む。レポートを書き出す前に序論・
本論・結論を明確にするために簡単なレジュメを作るといいです。あとはと
にかく書いて提出することです。再提出でもアドバイスがもらえます。試験
も受けられます。

・参考文献を数種類読み，外枠を理解してから自分の考えをまとめると良いと
思います。

・教科書・インターネットなどで得た知識と自分の体験をいかに融合してレ
ポート作成に臨むかが大切だと考えます。

・年間（マクロ），週間～月間（メゾ），１日（ミクロ）に分けて学習計画を立
てるといつまでに何をやれば良いのか可視化できます。私はExcelで計画表

【図１２】入学後初めてレポートを提出した時期（N=１４１ ※無回答３）

1か月以内
24％

半月以内
4％

6か月以内
16％

その他
4％

3か月以内
44％

1年以内
8％
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を作り，進捗状況を把握していました。
・レポートを書く勇気を持ってください。たとえそれが不可となっても続けて

いくうちに書くことに慣れてきます。レポートを完成させることが楽しみに
なってくるはずです。最初の一歩を勇気をもって踏み出してください。それ
が大きな成功の一歩となります。

７．科目修了試験について
　科目修了試験準備（１科目）に要した平均延べ時間数は図１３のとおりです。

　科目終了試験対策について在学生へのアドバイスは以下のとおりです。
・ヤマをはるのは危険。時間がなくても教科書を軽く全体的に目を通しておい

た方がいい。ただ「見る」「読む」だけでなく，手を使って「書く」方が覚
えやすい。

・レポートの内容とは関係のない問題がでる科目もあり，過去問が重要になり
ます。問題の出題傾向を知るためにも科目修了試験を多く受け，問題用紙を
入手するべきです。問題用紙には他の科目の問題も記載されています。

・恐れず受けると良いと思います。初めての時はかなりドキドキでしたが，ど
のようなものかがわかると慣れると思います。

・科目修了試験は，レポート課題を中心に，自分の言葉でまとめる学習を行う
と難しくないので大丈夫です

・試験問題を共有できる友人を作り，傾向と対策を行なった。
・時間配分が当日だとなかなかうまくいかないし，前もって準備した内容も３

割忘れてしまう。事前に練習しておくことが大切。
・国試の勉強を並行していると重要なことがわかります。
・科目修了試験は知識を獲得する通過点にすぎません。試験に関わらず自分の

知識取得のため学習しているということを忘れずに。

８．オンデマンド・スクーリングについて
　オンデマンド・スクーリングについては図１４のとおり「受講したことがある」

【図１３】１科目の科目終了試験準備に要した平均延べ時間（N=１３１ ※無回答１３）

10～20時間未満
20％

30時間以上
3％

5～10時間未満
34％

5時間未満
30％ 20～30時間未満

13％
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が６割以上となりました。

　オンデマンド・スクーリングを受講しての感想は下記のとおりです。
・好きな時間に取り組めて便利だった。
・一時停止や巻き戻しなどができる科目もあり，学習しやすかった。
・遠方に住んでいるので，交通費などの節約になってよかった。
・パソコン操作に慣れるのに時間がかかりましたが，とても便利でした。
・オンデマンド・スクーリングがなければ卒業できなかった。
・教科書だけで勉強するよりわかりやすかった。

　オンデマンド・スクーリングについては，「やはり生のスクーリングの方が
良い」「講師によってスクーリング試験の量に差がある」「内容が少し古い」な
どのご意見も寄せられています。今後も学生のみなさんのご意見を参考に，改
善を行っていきたいと考えております。

９．『試験・スクーリング情報ブック』の活用について
　８割を超える方が『試験・スクーリング情報ブック』を使って，年間のスクー
リングや試験を受ける大まかな計画を立てたようです（図１５）。

１０．学習仲間について
　通信教育部で共に学ぶ「学習仲間」について，図１６のとおり「できた」が７
割程度となりました。学習仲間ができたきっかけとして，「社会福祉援助技術

【図１４】オンデマンド・スクーリングを受講したことがあるか（N=１４２ ※無回答２）

受講したことがある
68％

受講したことがない
32％

【図１５】『試験・スクーリング情報ブック』の活用について（N=１４２ ※無回答２）

その他
2％

年間のスクーリング計画は
参照しなかった

3％
年間のスクーリング受講
（や科目修了試験）の
大まかな計画を立てた
87％

年間のスクーリング計画
は見たが，休みなどが不
明のため，年間計画は立

てなかった
8％
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演習などの演習科目スクーリング」「心理学実験などの実験科目スクーリング」
のほか，「講義科目のスクーリング」も多いようです（図１７）。

　学習仲間と協力し合った具体的な内容としては下記のとおりです。
・お互いの近況を報告しあい，励ましあった。
・難しい科目やレポートについて，情報交換しあった。
・気分転換の飲み会を開いたりしました。
・これから先の展望についての情報交換。
・単位の取得システムなど分からない点について教え合ったり，学習をする上

で不明な点について教え合ったりした。
・実習体験談を共有した。
・学習のコツなどを情報交換しあった。
・国家試験の問題を出し合うなどした。

１１．「学士力」の達成度
　本学通信教育部は，学修において身につけていただきたい「卒業資格＝ディ
プロマ・ポリシー」を掲げています（『学習の手引き』参照）。これらの「学士

【図１６】学習仲間ができたか（N=１４１ ※無回答３）

できた
72％

特にできなかった
25％

その他
3％

【図１７】学習仲間ができたきっかけ（N=１８８ 複数回答）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

mixi，Facebook などの
SNS・本学学生用掲示板

学生交流会（本学開催）

科目修了試験

1・2以外のスクーリング

心理学実験Ⅰ・Ⅱなど実験科目の
スクーリング

基礎演習，社会福祉援助技術演習，
精神保健福祉援助演習など
演習科目のスクーリング

3

2

2

1

56

15

72
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力」がどの程度向上されたかについては図１８のとおりです。本学の学修を通し
て，多くの方がご努力の結果「学士力」を構成するさまざまな力を向上された
ことが伺えます。

１２．東北福祉大学通信教育部で学び，どんなことに満足できたか
　東北福祉大学通信教育部で学んで，９割以上の方から「非常に満足」「ほぼ
満足」との回答を頂くことができました（図１９）。

　具体的な声は以下のとおりです。
・国家試験を受けるためだけの（単位取得のためだけの）学習ではなく，福祉

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

自ら問題を発見し、解決に必要な情報を
収集・分析・整理し、問題を解決・調整できる

基礎的な力が向上した。

参考図書やインターネットを用いて
必要な情報を収集する力が向上した。

自分の意見を筋道立てて
論理的に表現する力が向上した。

求められる成果の趣旨を理解し、必要な情報を
精査・選択し、他者へ伝える力が向上した。

様々な人が抱えている生活上の問題や
心理的問題への支援に利用できる

実践的知識が向上した。

社会福祉・社会教育に関する基礎的な知識が身についた。
人の思考・感情・行動の原理や法則、理論について

説明できる心理学の基礎的知識が向上した。

卒業した学科での学びを統合的に活用し、
自ら課題を設定し、理論と実践を融合しながら

解決策を導き出す力が身についた。

人間の尊厳や基本的人権を尊重し、
人びとの幸せや地域・社会の発展のために

積極的に関与しようとする姿勢が身についた。

他者と協力したり、時にはリーダーシップを
発揮して問題解決に取り組む力が身についた。

自分に対する自信が身についた。

多様な価値観を理解し、自己とは異なる意見や
考え方をもつ人々とコミュニケーションを

とれる力が身についた。

時間の管理、感情や欲求の適切なコントロール、
状況に応じた適切な行動など、
自らを律する力が身についた。

100

無回答すでに入学時から
ある程度身についていた

まったく
向上していない

あまり
向上していない

ある程度
向上した

かなり
向上した

4
1

378418

4
4

218332

59
1

45777

4
32

316836

46148733

48
1

238622

44
1

279117

48258027

43
1

397621

4
2

388119

5139729

35 98 5 5
1

【図１８】「学士力」達成について（N=１４４）

【図１９】東北福祉大学を学んで満足できたか（N=１３８ ※無回答６）

非常に満足
56％

ほぼ満足
43％

やや不満足
0.7％

非常に不満
0.7％　
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について多くのことを学べ，自分が社会，職場でどう作用していけるかを考
えることができました。

・自宅で，一人で学習を進めていかなくてはいけないので「辛い」と思うこと
が何度もありました。でも苦労した分「わかった」時はとても楽しいです
し，もっともっと知りたいと思う気持ちが強くなりました。

・遠くに住んでいたので，オンデマンドがほとんどだったのですが，たまに会
場スクーリングに参加した時は，本当に楽しかったです。先生は個性的で面
白い方が多いし，現場で経験した話などは参考になりました。また周りの方
といっしょに授業を受けることでやる気を高めることができました。学習仲
間もでき，この方達の存在も私にとってはすごく大きかったと思います。時
間や経済的に都合のつく方はできる限りスクーリングに参加されることをお
勧めします。勉強だけでなく，いろんなことを得ることができました。

・他の誰かが東北福祉大学通信教育部に通うかどうか悩んでいたら，間違いな
く通うことを薦めます。「自分は東北福祉大学通信教育部に通ってよかった
よ」って。

・自分が入学する時にはどこか自信のないところもあり，卒業できるとは確信
を持てませんでしたから，無事に卒業でき，嬉しい気持ちと大学への感謝の
気持ちでいっぱいです。テキスト内容，レポート提出，時間を有効に使う方
法を考え，苦労しましたが，実りの多い毎日でした。

・スクーリング・自主学習・レポートによってどの位自分の知識や価値観が得
られているのか不安でしたが，卒業を目前にして振り返ると，状況に応じて
適切に行動できたり，自分の行動・考え方も変化していることに気付き，学
習に満足しています。

・幅広い年齢の方と関われ，この２年間は大きな励み，宝物となりました。遠
方から年齢問わず共に講義を聞きスクーリングで元気をいただき，自分と向
き合う貴重な学びのひと時を与えていただきました。

・満足できた点は，学習した経験，知識，自分自身の過去の体験など，大きく
深められた点です。リハビリの専門職として，一人でも多くの患者さまが社
会復帰し，社会活動に臨めるように活かしたいと思います。

・人生を振り返ってみたとき，ここで福祉を学ぶことがかなり異質な特異な出
来事だった。情報科学を専門的に学んできており，「福祉」を意識すること
がない中で福祉大入学だった。聞いたことがあるが世話になったことのない
福祉サービス。あったことも分からなかった福祉関係の法律の歴史的変遷，
学べば学ぶほど自分の理解の及ぶ範囲の外側で点と点が線になっていく畏怖
感があった。卒業してすべてがクリアに見えるようになることはなく，やは
り福祉は複雑でくぐもっており，しかも常に変化しているらしい。まだま
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だ，福祉の全てを理解するには至らないが，その中で得た知識や経験は無駄
になることはないと思うし，そうしたくはないものである。

・人を理解する視点が広くなり，様々な見方があることが理解できた。様々な
困難にあっても乗り越えていける自信がついた。また，様々な困難にあった
人と出会ったときに，相手や状況に応じて，どのように接していけば良いか
を知ることができた。また，スクーリングでは，先生方の言葉が各々印象深
く，講義に惹きつけられた。特に特講がすばらしかった。

・大学に入学したきっかけは，精神科看護の教科書には抽象的なケアしか書か
れていないため，効果的な心のケアについて知りたくても答えが見つけられ
なかったことだった。入学後，心理学者の理論を学ぶことで，多くのことを
習得できた。苦手な人に対する見方，攻撃してくる患者に対するイライラな
ど，他者理解が未熟であった為に，いろいろと葛藤していた。しかし，心理
学を大学で学び，自己理解が進み，どのような場面でも，客観的な視点で物
事に対処できるようになったと感じる。

・通信教育で良かったと思えることは，同じく仕事をしながら学ぶ大切な仲間
がたくさんできたことです。また，私の子どもたちに，勉強をしている姿を
見せられたことも良かったです。言葉で伝えるよりも，子どもたちにも刺激
になったようです。卒業できたときの喜びは今でも忘れられません。母も

「よく頑張ったね。お前だからできたね。」と涙を流して言ってくれました。
一般の大学で経験できない気持ちを多く感じることができました。通信教育
で学べたことを大変誇りに思います。次は，社会福祉士の国家試験に向けて
頑張り，さらに次は精神保健福祉士の勉強もしたいという野望も抱いていま
す。

・福祉に対する視点，考え方を具体的に聞くことができた。福祉の考え方と深
さ，今までの自分の視野の狭さも知ることができた。

・専門学校を卒業し社会人となりました。いつの日か大学を卒業したいと思っ
ていて，ようやく実現することができました。働きながらの学校生活だった
ので，予定より多く在籍することになってしまいましたが，思い切って入学
し，学ぶことができ本当に良かったと思います。今後のステップアップにつ
ながる時間になったと思います。

・知識，技術，人脈，価値観などなど，多くの出逢いを機に学び，培われた財
産がたくさんあります。本当に入学してよかったと思っています。現役の学
生時代よりも何倍集中し，意欲的に学び深めることができたように思いま
す。一旦社会に出てからの学習は本当に実りあるものでした。

・２年間でとても多くのことを学ばせていただきました。スクーリングでの先
生方の講義や直接相談を受けていただいたり，実習先で人生における師と呼
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べる先生に出会うことができました。仕事をしながらの勉強は大変でした
が，とても充実した２年間でした。

・レポートをまとめることで自分自身はそのことについてどう考えているかと
言葉にすることを学びました。しかし，それはレポートをまとめるだけに限
らず，仕事や生活のすべての場面において私はこう考えている，こんな風に
思っていると相手に伝えられるようになったことが一番の変化です。通学で
講義を受けているだけでは学べなかったと思います。

・すべてが自分の人生を一段豊かにしてくれました。勉強することで職業人と
しての誇りを持つことができ，多くの人と触れることでいろいろな視点で物
事を専門的に見ることの訓練ができました。職場の理解や家族の援助があ
り，感謝はこれから自分の行動で返していきたいと思います。

◆次号では，実習・国家試験対策についてのアンケート結果をご紹介いたしま
す。本アンケートにご協力いただきました卒業生の皆様に御礼を申し上げま
すとともに，ますますのご活躍を祈念いたします。
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